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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第51期

第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結
累計期間

第51期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (千円) 4,993,964 5,306,152 10,337,084

経常利益 (千円) 821,390 841,001 1,679,168

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 548,500 555,375 1,134,067

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 543,349 550,274 1,133,064

純資産額 (千円) 8,854,005 9,740,291 9,442,784

総資産額 (千円) 12,325,496 12,940,992 12,840,441

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 185.03 187.38 382.59

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 71.8 75.3 73.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,061,058 862,222 2,243,841

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △331,370 △415,418 △673,720

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △339,864 △308,603 △527,901

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) 2,310,178 3,110,540 2,972,990
 

 

回次
第51期

第２四半期連結
会計期間

第52期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日

自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

１株当たり
四半期純利益金額

(円) 92.92 81.11
 

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。

　　４　平成29年10月１日付で普通株式５株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。第51期の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」の内容に重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における経済情勢は、米国では個人消費や設備投資が堅調に推移しており、欧州で

は企業部門、個人消費とも緩やかな回復基調で推移いたしました。また、新興国では中国等で景気の持ち直しの

傾向が見られました。日本国内では輸出関連企業を中心に企業業績は順調であり、個人消費も良好な雇用環境を

背景に消費者マインドが改善し緩やかな回復傾向で推移しました。

このような経済環境のなか、オフィス用複写機・プリンターや商業用印刷機に使用される電子写真用キャリア

の市場は、カラー機を中心に全体としては底堅く推移いたしました。

食品の品質保持に使用される脱酸素剤市場は、消費者の安全・安心志向に変わりはないものの弱含みで推移い

たしました。鉄粉につきましては、主要用途であるカイロ向けは前年同期を上回る需要となりました。

これらの市場環境下、当第２四半期の売上高は前年同期比6.3％増加の5,306百万円となりました。

損益面では、主にキャリア事業の増益により、営業利益は847百万円（前年同期比3.9％増）、経常利益は841百

万円（前年同期比2.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は555百万円（前年同期比1.3％増）となりまし

た。

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

 

①キャリア事業　

　　当セグメントにおきましては、近年上市した商品を中心に需要が増加し、売上高は4,224百万円（前年同期比

7.8％増）となりました。セグメント利益は、エネルギー価格の上昇と研究開発費の増加を増販益でカバーし

1,002百万円（前年同期比2.3％増）となりました。

 

②鉄粉事業

　　当セグメントにおきましては、売上高は1,081百万円（前年同期比0.7％増）となりました。セグメント利益

は、原料価格増等により69百万円（前年同期比4.7％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ、主に棚卸資産と預け金の増加により、226百万円増加い

たしました。固定資産は、有形固定資産の減価償却発生金額が設備投資金額を上回ったことなどにより、125百万円

減少いたしました。以上により、総資産は100百万円増加し12,940百万円となりました。

負債は、主に未払金が減少しましたので、196百万円減少し3,200百万円となりました。借入金は前連結会計年度

末より50百万円減の250百万円となっております。

純資産は、297百万円増加し9,740百万円となりました。自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.7％増加し

75.3％となりました。　

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が812百万円とな

り、減価償却費が410百万円、棚卸資産の増加で102百万円のキャッシュ減少、仕入債務の増加で148百万円のキャッ

シュ増加、未払金の減少で114百万円のキャッシュ減少、法人税等の支払で325百万円のキャッシュ減少等により、

862百万円のキャッシュの増加（前年同期比198百万円キャッシュ減）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、主にキャリア製品製造設備等の設備投資に413百万円を支出したことによ

り、415百万円のキャッシュの減少（前年同期比84百万円キャッシュ減）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローでは、長期借入金の返済による支出50百万円、配当金の支払251百万円等を行

い、308百万円のキャッシュの減少（前年同期比31百万円キャッシュ増）となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前年同期比800百万円増加し3,110

百万円となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は214,331千円であります。なお、研究開発活動の状況について重

要な変更はありません。

 

(6) 経営者の問題意識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、現在の事業環境および入手可能な情報に基づき、最善の経営方針を立案するよう努め

ております。事業環境の変化に対応すべく経営戦略を明確にし、掲げた課題と施策を確実に実行してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000
 

（注）平成29年６月29日開催の第51回定時株主総会により、平成29年10月１日付で当社普通株式５株を１株とする株式

併合に伴う定款変更が承認可決されました。これにより、発行可能株式総数は28,800,000株減少し、7,200,000株

となっております。

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,850,000 2,970,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 14,850,000 2,970,000 ― ―
 

（注）１．平成29年６月29日開催の第51回定時株主総会により、平成29年10月１日付で当社普通株式５株を１株に併合

しました。これにより、発行済株式総数は11,880,000株減少し、2,970,000株となっております。

２．平成29年６月29日開催の第51回定時株主総会により、平成29年10月１日付で単元株式数を1,000株から100株

に変更しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年９月30日 ─ 14,850,000 ─ 1,557,000 ─ 1,566,000
 

（注）平成29年10月１日をもって５株を１株に株式併合し、これに伴い発行済株式総数は11,880,000株減少しておりま

す。

 

(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社南悠商社 東京都港区虎ノ門４－１－35 5,473 36.85

三井金属鉱業株式会社 東京都品川区大崎１－11－１ 5,131 34.55

株式会社常陽銀行 茨城県水戸市南町２－５－５ 660 4.44

パウダーテック従業員持株会 千葉県柏市十余二217番地 455 3.06

株式会社千葉興業銀行 千葉県千葉市美浜区幸町２－１－２ 165 1.11

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 112 0.75

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋１丁目４－１０ 108 0.72

MSIP CLIENT SECURITIES
(常任代理人　モルガン・スタン
レーMUFG証券株式会社)

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF, LONDON
E14 4QA, U.K.
(東京都千代田区大手町１丁目９－７　大手
町フィナンシャルシティ　サウスタワー)

106 0.71

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 89 0.59

丸田　稔 長野県上伊那郡箕輪町 86 0.57

計 ― 12,386 83.41
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 31,000

― 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,780,000
14,780 同上

単元未満株式 普通株式 39,000 ― ─

発行済株式総数 14,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,780 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式504株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パウダーテック株式会社

千葉県柏市十余二217番地 31,000 ─ 31,000 0.21

計 ― 31,000 ─ 31,000 0.21
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 288,007 322,308

  受取手形及び売掛金 ※1  1,167,142 ※1,※3  1,158,163

  商品及び製品 1,100,150 1,168,903

  仕掛品 791,459 839,518

  原材料及び貯蔵品 442,774 426,343

  繰延税金資産 122,543 124,520

  預け金 2,684,983 2,788,232

  その他 32,522 28,147

  貸倒引当金 △766 △785

  流動資産合計 6,628,816 6,855,352

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  4,530,805 ※2  4,515,093

    減価償却累計額 △2,703,054 △2,746,469

    建物及び構築物（純額） 1,827,751 1,768,624

   機械装置及び運搬具 ※2  9,026,962 ※2  9,102,646

    減価償却累計額 △6,913,648 △7,157,226

    機械装置及び運搬具（純額） 2,113,314 1,945,420

   土地 1,860,198 1,860,198

   リース資産 196,913 196,913

    減価償却累計額 △172,422 △177,862

    リース資産（純額） 24,490 19,050

   建設仮勘定 112,100 222,013

   その他 520,724 535,897

    減価償却累計額 △451,853 △468,274

    その他（純額） 68,871 67,622

   有形固定資産合計 6,006,727 5,882,930

  無形固定資産   

   その他 11,838 10,445

   無形固定資産合計 11,838 10,445

  投資その他の資産   

   投資有価証券 17,477 17,295

   繰延税金資産 156,011 156,040

   その他 24,770 24,127

   貸倒引当金 △5,199 △5,199

   投資その他の資産合計 193,059 192,264

  固定資産合計 6,211,624 6,085,640

 資産合計 12,840,441 12,940,992
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 944,604 ※3  1,093,926

  1年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

  リース債務 13,901 10,009

  未払金 698,342 515,290

  未払法人税等 360,724 282,934

  未払事業所税 20,302 10,013

  未払消費税等 104,323 82,469

  賞与引当金 202,224 239,575

  役員賞与引当金 36,000 -

  その他 205,600 ※3  197,386

  流動負債合計 2,686,023 2,531,603

 固定負債   

  長期借入金 200,000 150,000

  リース債務 11,186 9,242

  長期未払金 12,061 12,061

  環境対策引当金 4,537 4,537

  退職給付に係る負債 483,847 493,255

  固定負債合計 711,633 669,097

 負債合計 3,397,656 3,200,700

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,557,000 1,557,000

  資本剰余金 1,566,000 1,566,000

  利益剰余金 6,325,622 6,629,064

  自己株式 △9,174 △10,008

  株主資本合計 9,439,447 9,742,056

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,205 1,079

  為替換算調整勘定 2,130 △2,843

  その他の包括利益累計額合計 3,336 △1,764

 純資産合計 9,442,784 9,740,291

負債純資産合計 12,840,441 12,940,992
 

EDINET提出書類

パウダーテック株式会社(E01294)

四半期報告書

10/20



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 4,993,964 5,306,152

売上原価 3,488,487 3,718,298

売上総利益 1,505,477 1,587,854

販売費及び一般管理費 ※1  689,633 ※1  740,041

営業利益 815,843 847,812

営業外収益   

 受取利息 3,918 5,787

 受取補填金 21,740 -

 その他 3,303 4,102

 営業外収益合計 28,963 9,890

営業外費用   

 支払利息 900 606

 為替差損 9,419 545

 債権売却損 12,467 14,306

 その他 629 1,243

 営業外費用合計 23,416 16,701

経常利益 821,390 841,001

特別損失   

 固定資産処分損 14,011 28,670

 投資有価証券評価損 973 -

 ゴルフ会員権評価損 7,000 -

 特別損失合計 21,984 28,670

税金等調整前四半期純利益 799,406 812,330

法人税等 250,905 256,955

四半期純利益 548,500 555,375

親会社株主に帰属する四半期純利益 548,500 555,375
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 548,500 555,375

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 936 △126

 為替換算調整勘定 △6,087 △4,974

その他の包括利益合計 △5,150 △5,101

四半期包括利益 543,349 550,274

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 543,349 550,274
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 799,406 812,330

 減価償却費 404,974 410,627

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,742 19

 賞与引当金の増減額（△は減少） 24,530 37,351

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △33,000 △36,000

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 14,827 9,408

 受取利息及び受取配当金 △4,008 △5,884

 受取補填金 △21,740 -

 支払利息 900 606

 為替差損益（△は益） 7,978 △137

 固定資産処分損益（△は益） 14,011 28,670

 投資有価証券評価損益（△は益） 973 -

 ゴルフ会員権評価損 7,000 -

 売上債権の増減額（△は増加） △22,453 7,547

 たな卸資産の増減額（△は増加） △106,102 △102,481

 仕入債務の増減額（△は減少） 154,364 148,664

 未払金の増減額（△は減少） △15,141 △114,665

 未払消費税等の増減額（△は減少） △35,220 △21,854

 その他 △4,964 8,272

 小計 1,189,075 1,182,473

 利息及び配当金の受取額 4,008 5,884

 利息の支払額 △900 △606

 法人税等の支払額 △152,866 △325,529

 補填金の受取額 21,740 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,061,058 862,222

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △332,826 △413,631

 有形固定資産の除却による支出 △8,544 △8,554

 有形固定資産の売却による収入 - 6,767

 補助金収入 10,000 -

 投資活動によるキャッシュ・フロー △331,370 △415,418

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △67,429 △5,836

 長期借入金の返済による支出 △50,000 △50,000

 自己株式の取得による支出 △109 △833

 配当金の支払額 △222,326 △251,933

 財務活動によるキャッシュ・フロー △339,864 △308,603

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,323 △650

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 378,499 137,550

現金及び現金同等物の期首残高 1,931,678 2,972,990

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  2,310,178 ※１  3,110,540
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日 至　平成29年９月30日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　債権流動化に伴う買戻義務

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

債権流動化に伴う買戻義務 20,838千円 18,263千円
 

 

※２ 圧縮記帳額

国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内訳は、次のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

建物及び構築物 5,246千円 5,246千円

機械装置及び運搬具 432,552 432,552

計 437,798千円 437,798千円
 

 

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形 ―千円 1,098千円

支払手形 ― 9,445

設備関係支払手形 ― 3,809
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

販売費  千円  千円

　賞与引当金繰入額 16,587 16,305 

　退職給付費用 3,528 3,029 

一般管理費     

　賞与引当金繰入額 66,368 64,517 

　退職給付費用 8,010 5,323 

　研究開発費 81,143 112,508 
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金 315,174千円 322,308千円

預け金 1,995,003 2,788,232

現金及び現金同等物 2,310,178千円 3,110,540千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 222,326 15.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日
 

 

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

　　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

 

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 251,933 17.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日
 

 

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

　　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

 

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
キャリア
事業

鉄粉事業 合計
調整額
 

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 3,919,812 1,074,151 4,993,964 ― 4,993,964

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,919,812 1,074,151 4,993,964 ― 4,993,964

セグメント利益 979,437 72,836 1,052,273 △236,430 815,843
 

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△236,430千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△236,597千円及

び棚卸資産の調整額167千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
キャリア
事業

鉄粉事業 合計
調整額
 

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高      

  外部顧客への売上高 4,224,644 1,081,507 5,306,152 ― 5,306,152

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,224,644 1,081,507 5,306,152 ― 5,306,152

セグメント利益 1,002,227 69,381 1,071,608 △223,796 847,812
 

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△223,796千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△223,428千円及

び棚卸資産の調整額△368千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 185円03銭 187円38銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 548,500 555,375

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額(千円)

548,500 555,375

普通株式の期中平均株式数(株) 2,964,338 2,963,860
 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。前連

結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。
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(重要な後発事象)

(株式併合及び単元株式数の変更)

当社は、平成29年６月29日開催の第51回定時株主総会において株式併合及び単元株式数の変更に係る議案を付

議し、承認可決されております。この株式併合及び単元株式数の変更は、平成29年10月１日でその効力を発生し

ております。

 

１．株式併合及び単元株式数の変更の目的

全国証券取引所は、「売買単位の集約に向けた行動計画」を公表し、国内上場会社の普通株式の売買単位（単

元株式数）を100株に統一することを目指しております。当社は、東京証券取引所に上場する企業としてこの趣旨

を尊重し、当社株式の売買単位を1,000株から100株に変更するとともに、投資単位の適切な水準に調整すること

を目的として、株式併合を実施しております。

 

２．株式併合の内容

(1)株式併合する株式の種類

普通株式

(2)株式併合の方法・比率

平成29年10月１日をもって、平成29年９月30日の最終の株主名簿に記載された株主の所有株式５株につき１

株の割合で併合いたしました。

(3)株式併合により減少する株式数

株式併合前の発行済株式総数（平成29年９月30日現在） 14,850,000株

株式併合により減少する株式数 11,880,000株

株式併合後の発行済株式総数 2,970,000株
 

 

３．単元株式数の変更の内容

平成29年10月１日をもって、普通株式の単元株式数を1,000株から100株に変更いたしました。

 

４．１株当たり情報に及ぼす影響

１株当たり情報に及ぼす影響につきましては、当該箇所に記載しております。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

パウダーテック株式会社(E01294)

四半期報告書

18/20



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月13日

パウダーテック株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   田　 島　　 祥　　朗  　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   戸　　谷　　 且　　典 　 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパウダーテック

株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日か

ら平成29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パウダーテック株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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